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プレスリリース
日興アセットマネジメント株式会社

日興AM、DBS アセットマネジメントの買収を完了

～運用資産残高 13兆円超、アジア全域で事業を展開する最大の資産運用会社へ～

～シンガポール金融大手DBS銀行と業務提携し、アジアにおける資産運用・販売体制を大幅強化～

日興アセットマネジメントグループ（以下「日興AM」）は、シンガポール大手金融機関であるDBS銀行傘下の

資産運用会社で、シンガポール、マレーシアなどのアジア市場で強固な事業基盤を有するDBSアセットマネジ

メント リミテッド（以下「DBSAM」）の全株式を取得し、買収を完了いたしました。これにより日興 AM は、13 兆

円超1の運用資産残高を擁することになります。さらにアジア太平洋地域の 7 つの国・地域2に拠点を確立し、ア

ジア全域で事業を展開する最大の資産運用会社となります。

さらに DBS 銀行が日興AM 株式の 7.25%3を取得し、両社は業務提携いたしました。これを受けて日興AM

は、国内をはじめ世界中の投資家が注目するアジア市場における資産運用体制を拡充、国内市場向けに開発

する商品や販売支援サービスの充実を図ります。また、DBS 銀行の販売ネットワークを通じて、日興 AM の商

品を、シンガポール、香港、台湾などで提供できるようになります。

日興 AM は、アジアの金融サービスビジネスにおいて先駆的な役割を担うべく、アジア主要市場で拠点を拡

大してきました。日興 AM はアジア戦略の一環として既に中国において融通基金管理有限公司に戦略的な投

資を行なっておりましたが、これに加え、2011 年 3 月には豪・NZ の大手資産運用会社であるティンダル・イン

ベストメントの買収を完了しました。そしてこの度、アジア広域で事業を展開するDBS銀行との業務提携ならび

に傘下運用会社の買収を完了したことにより、日興 AM はアジア市場で非常に強い資産運用体制ならびに販

売体制を固めたことになります。

DBSグループは、AA-およびAa1の高格付けを有する中核のDBS銀行を中心に、アジア全域で幅広く金融

事業を展開するアジア最大級の金融機関です。DBS 銀行は、巨大金融市場のシンガポールや香港に加え、台

湾、マレーシア、インド、インドネシアなどアジアの 15 の国・地域の 50 以上の都市で 200 店超の支店網を有し、特

にシンガポールと香港での口座数は計400万口座を誇ります。

DBS銀行傘下にあった資産運用会社DBSAMは、シンガポールと香港の運用拠点に加えて、高成長市場の

マレーシアでは合弁事業を展開するなど、アジア広域で事業を展開しています。今回の買収の対象は、

DBSAM および DBSAM の中国の関連会社を除く傘下子会社で、これに伴ない日興 AM は事実上、香港での

資産運用免許も取得したことになります。

日興アセットマネジメント株式会社取締役社長兼CIO ビル・ワイルダーは、「日興AM は 50 数年前に設立さ

れ、2004 年以降は国内のみならず、アジアを代表する資産運用会社へと発展することを目指して事業を展開

してきました。今日までに日興 AM は、東京をはじめ、香港、深セン、シンガポール、クアラルンプール、シド

ニー、メルボルン、ブリスベン、オークランドと、アジア太平洋地域に拠点を確立してきました。このたびの

DBSAM の買収により、日本ならびに世界のお客さまにアジアの優れた商品をご提供できるようになり、そして

1 2011年6月末現在の運用資産残高（投資助言を含む）。なお、上記金額には、DBSAM（DBSAMの中国の関連会社を除

く。）の 2011年6月末現在の運用資産残高（1シンガポールドル＝65.43円で換算）が含まれます。
2 子会社、関連会社、JVを含む。日本、シンガポール、マレーシア、香港、中国、オーストラリア、ニュージーランド
3 株式所有比率は、少数点以下第3位を四捨五入して表示
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DBS銀行との業務提携により、日興AMの商品をより多くのアジアのお客さまにご提供できるようになります。

DBSAMの買収ならびにDBS銀行との業務提携は、日興AMにとって重要な一歩であり、今後もアジアでより

一層強固な事業基盤を確立すべく邁進していきます」と述べています。

同アクティブ運用本部長辻村裕樹は、「DBSAM は、ローカルマーケットを熟知し、非常に洗練された運用

チームを擁しています。彼らの卓越した運用力を最大限に活かすことにより、他社との差別化を図ると同時に、

より多くの日本の投資家に優れた商品・サービスを提供できるようになります」と述べています。

DBSAM は 10 月 17 日、またはそれ以降より、新社名「日興アセットマネジメント アジア リミテッド」（以下

「NAMアジア」）として業務を行ない、日興アセットマネジメント シンガポール リミテッドの従業員はNAMアジ

アに転籍いたします。

以 上


